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平成16年10月23日午後5時56分，私たちの運命が変

わった一瞬です。

私はいつものように煙草に火を付けてテレビをつけたそ

のとき，身体が1ｍ位持ち上げられたと思った瞬間，部屋の

物が真ん中に放り出されていました。一瞬にして真っ暗闇。

電話も携帯電話も圏外（電波塔が倒壊して通じなくなって

いた）となり，通じませんでした。

私は村長として指揮を執るため家を出ました。ところが

道路が根こそぎなくなっていたので車での通行は不可能，

懐中電灯を手に歩き始めました。通信手段が途絶えていた

ので役場の非常用防災無線を頼みに外部へ救援を求めよう

と歩き進むうち村中が土石流で寸断されていました。暗闇

を歩くのは危険だと判断せざるを得ない状況でした。

情報を外に出し救済を求めることが最優先だと判断しま

した。電話をかけつづけたものの災害で電波が混雑し，電

波が弱いこともあり全く通じません。2時間後，ようやく

仲間の村長に連絡がとれたので「県庁に一報を入れてほし

い，山古志村は壊滅的な被害を受けている。救援が欲しい」

と伝えて，車に戻りラジオから情報を聞くものの被災地に

山古志村の名は出てこない，役場の非常用防災無線も壊れ

たのかと，電話をかけつづけました。それから1時間，県

庁にやっと電話が通じました。

夜が白み始める頃，知事から電話で要望を問われたので

「自衛隊のヘリをよこしてください」とひとこと言ったとこ

ろで電話が途絶えました。

役場の駐車場をヘリの基地に決め役場まで歩き，愕然と

しました。山がない，在った山がない，その山は崩壊し住

宅に飛び込んでいました。二十数戸の集落全てが地滑りで

山にぶら下がっていたのです。住民は生きているのだろう

か・・・・・思わざるを得ない状況でした。役場の駐車場は抜

け落ちていたためヘリの基地を山古志中学校のグラウンド

にして災害対策本部を設置しました。ヘリに搭載された無

線機で次第に情報収集が可能になったとき，村の周辺の道

路が全て寸断され孤立し，さらに14の集落もそれぞれ孤立

したことが判りました。住宅の半数は倒壊し住民はその後

も余震のなかで家に入れず救助を求めている。どうしたら

住民たちを守れるのか，地域を支えることができるのか，

この村にこのまま冬駐することが高齢者の命を守ることに

つながるのか，しかし村長とはいえ財産，歴史や文化を捨

てろと言えるのか，逡巡し考えました。

そして村民の避難を決断し正式に県庁と自衛隊に避難協

力をお願いしました。

26時間で全員の避難を完了，最後のヘリで上空から状況

を見て私もまた絶望のなか，人間の力が及ばぬ世界を思い

知りました。対応能力の限界をはるかに超えた災害があ

る，ということだけ，よく判りました。

被災した眼下の村を見ながら私は私に約束しました。村

を捨てるのではない，必ず戻ってみどりの村を取り戻す。

それが避難に同意した村民に対しての責任だと考えました。

村民の気持ちを落ち着かせること，的確な対策を講ずる

ことが当時首長であった私に課せられた責務でした。その

後道路が整備されていないにもかかわらず，住民たちの一

時帰村を県に要請しました。県としては危険の中に帰すわ

けにはいかないと言う，住民は大切なものを全て残してき
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た，このままではパニックだ，だから戻してほしい。住民た

ちに村を見せてほしいと思いました。1軒1名2時間一時帰

村が叶いました。一時帰村で住民たちは覚悟を決めること

ができたのだと思います。「簡単に帰れる状況ではない」と。

被災した村を把握するため道路がどのような被害を受け

ているのか，どんな状態なのか，復旧に対しての図面を起

こす技術は私たちにありませんでした。役場の職員の能力

では及ばない。ここにいる測量士のみなさんの多くの仲間

たちに家屋，農林，農地の実態調査をしていただき，災害

の規模は図面と数字によって具体的に示すことができまし

た。一般会計総予算が25億円の村です。災害費用を少しで

も多く獲得するには，理論武装が必要なのです。想定され

る災害復旧費を得るにはその復旧に見合う効果を数値に示

さなくてはなりません。

村長の任期中毎日マスコミのみなさんが私たちの姿を全

国に報道してくれました。情況を知った全国のみなさん

が，被災者が村に戻り生活を再開させることを応援してく

れました。これが世論となり大きな支援の力となって山古

志村の復旧はつづけられています。

私たちにはあの場所が，居住するためだけの場所ではあ

りません。棚田の美しい山古志村に戻って生活することが

これからの生き甲斐であり，かつ生き様です。故郷を守る

ことが地方を守る原点だと知っています。早くあの場所に

帰りスコップと鍬を持たせてほしいと，お願いをしました。

人は希望がなければとどまりません。希望のためにみな

さんの力を借りたい。それには社会資本という目に見える

ハード部分に希望を与えることが必要です。

住民の帰村をめぐり新潟県長岡地域振興局災害復旧部

（県行政）は危険回避のため立場の異なる私とは意見が対

立していました。しかし，復旧のために予想外の場所に有

用な道路を通してくれました。現在，その道路を利用しな

んとか山古志村に住めることができるようになりました。法

規定にある勾配や幅などを考慮し，住民の希望を失わせな

い災害復旧を実施することが行政のひとつのかたちだろう

と思います。

豪雪がつづいた被災地に雪下ろしボランティアの申し出

がたくさん寄せられましたがこれはお断りしました。「自

分たちの地域は自分たちで守れ，雪を下ろせない家は地域

で守ってやれ，それが集落コミュニティ，それが自立への

第一歩，自分たちで自分たちの故郷を取り戻そう」と言い

ました。その気持ちをなくしては故郷は取り戻せません。

災害は悲惨です。絶望の中にあります。しかし全てをな

くし気づくこともあります。

それまで私は間違った言葉を言っていたのだと気づきま

した。住民を前に「がんばれ，我慢をしろ」というのは間違

いだったのです。リーダーとして，希望を示すことなく「頑

張れ」というのは適切ではありません。「山古志村が，いつ，

どんなかたちで村での生活を再開できるか，大至急復興計

画をとりまとめる，だからそれまで，仮設住宅に移り家族

と過ごしていてほしい」と伝えました。私は測量に携わる

みなさんが危険な山に入り，わたしたちにはできない技術

を駆使し道路を早く通してあげたい，たんぼを直してあげ

たいと携帯電話も通じない地域に朝早くからおにぎりを背

負い足を棒にして歩いてくれたみなさんに，心から感謝申

し上げます。

昭和26年　新潟県山古志村生まれ
山古志村議会議員，山古志村長，長岡市復興管理監を歴任
現在　衆議院議員（自由民主党副幹事長，国土交通委員，災害対策
特別委員）
長岡市の仮設住宅に仲間とともに住む
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このシンポジウムは，3年計画で進めており，今年はそ

の2年目で，次の基本方針に従って実施した。

1）長島忠義先生（旧山古志村長・現衆議院議員）による基

調講演

「災害から故郷を取り戻すために」

最も被害の大きかった地域の行政の首長として，災害対

応の実態を話してもらった。

2）パネルディスカッション

（1）大地震災害に，行政や測量・建設コンサルタント業界

（地質調査業を含む）がどう対応したかを明らかにする。

（2）被災地やその復興を指揮する行政にとって，どうい

うやり方が望ましい方向であったかをレビューし，問

題を明らかにする。

（3）発災から復興に向けて，経時的にどういう対応が望

ましいかを明らかにする。

（4）復旧・復興を支援する業界として，どういう対応の

仕方をすればこれを効果的に支援でき，しかも業界

の対応事業を拡充できるかを模索し，今後の大災害

対応に備える。

長島先生の基調講演は，詩情あふれる山古志村の被災前

の情景と，被災後の悲惨な実態と，それにもめげずに復興に

向けて立ち上がっ

た村民の懸命な戦

いを描いた4分間の

ＤＶＤ上映ののちに

行われたが，先生の

淡々とした実態報

告と首長としての

心の動きの描写は，

聴く者の心を打ち，多くの人々が涙した。先生は，1）いかに

早く被災実態を把握するのが大変かということと，2）被災

者にとって，復興への「希望」こそが生きる原動力であるこ

とを切々と訴えられた。

パネルディスカッションには，当初の予定と違って長島

先生にも最後まで住民代表として，あるいは被災地の首長

の立場として加わっていただいたため，ディスカッション

は盛り上がった。その内容は稿を改めて何らかの形で全会

員にお報せしたいと思うが，パネルディスカッションの内

容を強引に要約すると，以下のようになろう。

1）まず，いかに早急に被災実態を把握し，それをふまえて，ど

ういう被災実態であろうとも，住民に「希望」を与え続

け，それをベースにした対応が大切であること。

2）7月13日に，県と県測協とが「災害協定」を結んでおい

たのがよかった。災害時対応を県と協会との対応で「指

示書」による指示で済む形にしておくと，対応がスピー

ディーにできる。

3）協定をふまえて，協会が協会メンバーの稼働実態を勘案

して細かい業務の振り分けを行う。こういう大災害時に

は，県ではそういう細かいところまでいちいち対応はで

きない。

4）『災害マニュアル』を作っておいて，①地元業者も②他県

からの支援業者も，同じ作業方法やフォーマットで災害

査定業務や復旧業務に対応できるようにしておく。

5）行政・業界技術者とも『災害手帳』を持っておいて，復興

に参画する技術者は，それを基礎に統一されたやり方で

対応できるようにしておく。

6）なお，これは雑談の段階でのことだが，早急に〈災害復
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興基地〉―これは仮定泊所＋仮設のオフィスといったも

の―を設置し，現地対応者（行政や支援業者など）の現

地駐在基地にして，連絡の迅速化や対応の効率化をはか

るべき（これは，経験者でないと発想できないことと考

え，付加させていただいた）。

阪神大震災や中越地震といった過去の大災害の経験を通

して培われた①被災者の知恵，②復興に対応した行政の

知恵，③そしてこれを支援した民間業者の知恵を風化さ

せることなく無駄にしないで，これらを一つずつ積み重ね

ていって，より強い防災対策を確立するための礎にするこ

とが大切である。今回のシンポジウムで明らかにされた多

くのことが，その礎になることを確信した。今後は，この

成果をより多くの人々が使い利用していける形にどう仕立

てていくかも考えてみたい。

①当日の登庁者は117人中90人（77％）

②当日の対応 ・職員の安否確認・執務場所の確保・電

気，通信機器の確保・現場調査に必要な器具，機器材の

確保

③当日から応急復旧時における対応

・道路，河川パトロール・被害状況の把握，整理及び

情報提供（特に一般の人からは，目的地に行くため

にどの道が通行できるかを求められた）

・被害状況の把握・応急工事を指示（まず1車線分の

交通確保）・苦情処理

1）平地部の被害

①道路 ・地盤の液状化による路面の段差，陥没，うね

り，マンホールの突出（特に地下埋設物のある箇

所），路面の亀裂の発生・気温の上昇に伴う陥没が春

先から秋口まで続く（原因は舗装板と路盤の間にで

きた空隙）・路肩の崩壊・ブロック積など土留の倒壊

②河川 ・地盤の液状化による堤防の陥没，亀裂の発

生・護岸の倒壊

2）山間部の被害

①道路 ・大規模な地すべりや崖崩れによる道路の埋

塞，流失・盛土部の道路の流失・雪崩予防柵の崩

落・雪解けに伴う土砂雪崩の発生

②河川 ・斜面崩落による河道埋塞・地すべりによる

河川の横移動・護岸の倒壊等

③砂防，地すべり，急傾斜 ・砂防ダム等の施設の破

損・大規模な斜面崩壊の発生・大規模な地すべりの

発生・崖崩れの発生・雪解けに伴う土砂雪崩の発生

①地震災害時に協定を締結していた団体

・（社）新潟県建設業協会

・（社）建設コンサルタンツ協会北陸支部

・（社）新潟県測量設計業協会

・（社）新潟県地質調査業協会

・（社）全国特定法面保護協会新潟支部

・（社）プレハブ建築協会
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当協会は，3年前に協会設立40周年を迎えましたが，中

越地震時に，協会設立以来はじめて全組織をあげて災害復

旧活動を展開できました。これも災害協定があったからで

あると考えております。

中越地震において協会組織が円滑に機能した大きな要因

として，7.13水害時に被災地を管轄する新潟県の地域機関

及び長岡市等と災害応援協定が締結されたこと，当該災害

協定を踏まえた被災地域の会員による災害復旧業務処理，及

び隣接する地域の会員による協会組織を活用しての応援業

務の経験が活用できたことがあげられます。

震源域が7.13水害と重なったこともあり，10月25日に

被災地以外の理事による対策会議を開催し，応援体制（104

会員を15班編制）を整えることにより，全会員が応援業務

に参画できる体制を作ることができました。

1. 7.13水害及び中越地震において，災害時の応援業務協定

の重要さが確認されたことから，発注機関等との協定締

結に努めました。現在締結されている発注機関等は下記

のとおりです。

ア 平成16年 長岡市長，小千谷市長，

十日町市長，

北魚沼郡川口町長

イ 平成17年3月 新潟県知事（全県）

ウ 平成18年2月 北陸4県の測量設計業協会長

エ 平成18年4月 魚沼市長

オ 平成18年5月 北陸地方整備局長

2. 協会の危機管理体制の整備について，災害対策委員会を

設置し，次の事項を整備しました。

①発注機関を含む連絡網の確立及

び災害時の協会組織の整備

16年の災害時に急遽編成された

「応援体制」を踏まえながら，災

害という非常時に迅速で正確な

行動を確保するための体制の整

備とともに，災害の規模に対応

できる体制（別記，「災害応援協

定における体制の系統図」を参

照）の構築とその各段階におけ

る役割分担を明確にしました。

②災害復旧事業にかかる測量設計

マニュアル及び事例集の作成

③中越大震災の記録誌の作成

1.
2.
3.
4.
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中越地震において，新潟県測量設計業協会は現地で図の

ような体制で対応をしました。

連絡担当者の役割は，発注機関への窓口であり，発注機

関より指示された業務に対して担当会社を推薦することで

あり，地元会社で対応できなくなった場合，副会長に連絡

して応援の要請を求め，業務の遅滞をなくすことでありま

した。そして，業務途中では連絡担当者は協会の窓口であ

ることから，発注機関からの要請・苦情の窓口となり，連

絡担当者には大変重要な役割を担って頂きました。

次に副会長は，連絡担当者からの応援要

請の量を把握して，会長に応援班数を求め

ることであり，複数の連絡担当者からの応援

要請の調整も，重要なこととなりました。

中越地震の指示状況は，新潟県の出先機関

5箇所，そして市町村は長岡市をはじめ5市

町村より応援協定に基づく要請がありました。

（1）被災状況調査

（2）査定設計書を作成するための測量，簡

易設計

（3）応急工事の測量設計，および家屋移転の補償調査

今回は，応援協定による作業であり，その観点から対応

の評価をしてみました。

応援協定のもとに，指示書により作業が実施できたこと

から，担当会社の責任が明確になり，応援といった安易な

気持ちでなく，また，労働安全面でも責任がより明確にな

りました。

しかし，応援協定が協会と締結されているという意識が

不足している協会員もありましたので，今後は，応援協定

の趣旨を徹底し協会員の意識の向上を図りたいと考えてお

ります。また，連絡担当者は協会の窓口であり対応が重要

であることから，連絡担当者に十分な研修を積み重ねてお

く必要があります。

最後に，私達の測量設計業界も，今まで以上に社会貢献

をキーワードに活動をしていきたいものです。
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平成16年新潟県中越地震では，国，県等との災害時応援

協定に基づく要請を受け，公共土木施設の緊急点検調査・

復旧設計に奔走した。当支部の対応内容と課題について概

要を述べる。

（1）災害業務の紹介（現地調査，設計）

初動期は，交通の確保と安全性を緊急確保しなければな

らない重要な時期で，道路構造物，河川堤防の緊急点検・

調査が求められた。次には，災害査定を見据えた査定調査・

設計の段階であり，対応時期は10月24日に協会災害対策

本部を設置してから，1月下旬までの約3カ月に及んだ。

（2）災害協定の経緯

北陸支部では平成15年に北陸地方整備

局と「災害時応援協定」を締結しており，

昭和39年新潟地震から40周年を迎えたこ

とが契機となっていた。翌16年には7.13

水害（新潟・福島豪雨災害）が発生し，広

域的な豪雨災害となったことから，直ち

に新潟県長岡地域振興局と応援協定を結

んで対応した。中越地震はこの3カ月半

後に発生したが，協定の存在が中越地震

直後の初期対応に大きく影響することと

なった。

（3）要請件数・従事人員

要請業務に従事した支部会員会社は新

潟県内41社，富山・石川県15社であっ

た。しかし，11月中旬では査定調査の要

請が相次ぎ，支部管内のみでは対応できなくなり，関東支

部より27社の支援を得た。Ｈ16年末までに計83社，従事

人員約23,000人・日に上った。

（4）支部対策現地本部の組織

北陸支部に災害対策現地本部を組織し，連絡系統，役割

分担を決定した。特に，要請窓口の一本化，部門担当の設

置が有効であった。ただし，通行規制や，被災情報の共有

化・一元化も必要であったが，本部で十分管理・伝達でき

なかった。

（5）他県からの支援・地元のサポート

宿泊・内業場所の確保，現地案内人つき車の用意，図

面・様式類の準備，説明会の開催が必要であった。地元会

社は先行した個別被災地点の緊急対応に追われ，長期滞在

が必要な査定調査に他県チームが従事することとなり，大

きな課題を残した。

当支部ではこれらの経験から，災害時の対応マニュアル

を整備中である。


